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研究成果の概要：本研究の成果は、文献研究と現地調査により、マレーシア先住民オラン・ア

スリのキリスト教化の歴史と現在の実態を十分とは言わないまでも、ある程度把握できたこと

にある。研究期間中、研究代表者は、オラン・アスリに関する英文著作を刊行したが、キリス

ト教化の情報を新たに加えたことで、オラン・アスリに関する最新事情を世界に向けて発信す

ることができた。本研究は、いまだ萌芽的段階を脱していないが、キリスト教のグローバルな

拡がりとローカルな社会で起きている出来事が連動していることを確認できたのは大きな成果

であった。 
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１．研究開始当初の背景 
 1980 年代以降、マレーシアでは先住民オラ
ン・アスリに対して国家主導の開発やイスラ
ーム化の強制が行なわれてきている。イスラ
ームを国家宗教とするマレーシアでは、1970
年代後半からの世界的なイスラーム復興の
影響を受け、1980 年代に入って、マレー人へ
の同化政策の一環として、非ムスリムの民で
あるオラン・アスリに対してイスラーム化を
強力に推進するようになったのである。オラ
ン・アスリに対するイスラーム化政策は、実

質的にはムスリムであるマレー人に対する
優遇措置である新経済政策（通称：ブミプト
ラ政策）と同様の性質を持つものであった。
すなわち、イスラーム改宗者に対して開発の
恩恵が優遇されるという政策（開発とイスラ
ーム化がセットになった政策）が実施された
のである。そして、この政策下で、オラン・
アスリというマイノリティ社会はある種の
分裂状況に陥り、イスラーム改宗者とそうで
ない者の間に緊張が生じ、様々な形で紛争が
起きるようになった。 
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以上のような、イスラーム化政策施行以降
における状況の中で、オラン・アスリ社会で
は、キリスト教宣教活動の著しい制限にもか
かわらず、キリスト教へ改宗する人が増加し
ていた。キリスト教改宗はイスラーム改宗を
回避する手段の一つと研究者の間で指摘さ
れていたが、「イスラーム化が推進されてい
るマレーシアの周縁世界においてキリスト
教化が進行している」というこの逆説的な現
象は、イスラーム世界の中にキリスト教が広
がっていることを意味しており、「キリスト
教のグローバルな拡がり」を考えていく上で
も看過できない現象であった。 
 

２．研究の目的 
 本研究の目的は、以上のような状況を視野
に入れながら、オラン・アスリを含むマレー
シア先住民に対するキリスト教化の歴史を
整理すること、さらには現地調査によってキ
リスト教宣教活動やキリスト教改宗者の現
状を把握して、オラン・アスリのキリスト教
化の実態を解明していくことにあった。 
 

３．研究の方法 
 研究代表者である信田は、マレーシアのヌ
グリ・スンビラン州に位置するオラン・アス
リの集落において、2 年半の長期フィールド
ワークを実施し、その後も、定点継続調査を
行なってきた。言語その他によるコミュニケ
ーションに大きな問題はなく、オラン・アス
リの人びとともラポール（信頼関係）を構築
していたので、同地域で引き続き臨地調査を
実施することに支障はなかった。また、首都
クアラ・ルンプール周辺部及びスランゴール
州のオラン・アスリ集落においても、「都市
化」をテーマにした現地調査を実施してきた
ので、その過程で知り合ったオラン・アスリ
の NGOネットワークとの関係が強まった。
さらに、ペラ州などのオラン・アスリ集落を
訪問し、ヌグリ・スンビラン州ばかりでなく
他地域におけるオラン・アスリの実態の把握
に努めてきた。 
 本研究では、長期にわたり現地調査を実施
したヌグリ・スンビラン州のオラン・アスリ
集落において、継続的な調査を実施し、特に、
キリスト教改宗の現状や改宗者の生活状況
を把握するように努めた。特に、コミュニテ
ィにおけるキリスト教改宗者の処遇につい
てのデータの収集および分析を行なった。 
 上述の集落での状況と比較するために、こ
れまでの人的ネットワークを活用して、他地
域のオラン･アスリ集落へ調査地域を広げ、
オラン・アスリ全体、さらにはマレーシア先
住民全体のキリスト教の動向をできるかぎ
り把握するように努めた。 
 文献研究については、マレーシアにおける
キリスト教史に関する文献資料を収集し、マ

レーシア全体のキリスト教の動向を把握す
ると同時に、オラン・アスリのキリスト教化
の歴史についての文献資料を現地にて収集
し、日本に持ち帰って分析した。 
 

４．研究成果 
（１）文献研究 
 マレーシア独立以前については、植民地資
料などからキリスト教宣教の動向にアプロ
ーチすることができた。しかし、独立以降に
なると、イスラームがマレーシアの国教とな
った影響により、欧米の外国人宣教師の滞在
制限など、キリスト教の活動自体が大幅に制
限を受けた結果、詳しい実態を報告する文献
資料が激減していた。そのため、独立以前ま
でのキリスト教の動きは追いかけられるが、
それ以降になると、情報量が少なくなり、分
析も限定的になってしまった。 
 さらに、キリスト教は、オラン・アスリ社
会やマレーシアの枠組みだけでは捉えきれ
ないグローバルな展開が見られる。宗教のグ
ローバル化という脈絡の中で、本研究の課題
も考えていかなければならない。 

したがって、文献研究については、さらな
る文献の収集と分析が必要であると言えよ
う。そして、今後は、マレーシア及び東南ア
ジアにとどまらず、より広い視野の中で研究
を進めていきたいと考えている。 
 
（２）現地調査 
 現地調査によって明らかになったことに
ついて、以下、列挙する。 
① オラン・アスリばかりでなく、ムスリム

のマレー人の間でもキリスト教宣教活動
が実施されており、改宗者が出てきてい
る。大学などにおいて、キリスト教宣教
の集会の勧誘があり、集会の出席者には
現金が配られるという情報を得た。また、
マレー人のキリスト教改宗者については、
マレーシアの裁判所でイスラームの棄教
をめぐって裁判が進行している。 

② オラン・アスリのキリスト教改宗者が確実
に増加している。村レベルでのキリスト教
改宗者が増えていることは明らかである
が、オラン・アスリ全体でもキリスト教徒
の人口が増えていることは様々な聞き取
り情報から推察できる。しかし、それを証
明する統計資料を手に入れることはでき
なかった。 

③ イスラームからキリスト教へ改宗する者
や、キリスト教を棄教する者など、極めて
流動的な状況にある。このような行動に出
るオラン・アスリにとって、キリスト教へ
の改宗やイスラーム教への改宗というの
は現金を手に入れたり、病気を治したりす
るための１つの選択肢にすぎないことは
明らかであり、そこに宗教的な覚醒を見い



 

 

だすことは困難である。 
④ キリスト教改宗の動機は、経済的要因や病

気の治療などにある。純粋に宗教的な理由
で改宗した人を探す方が困難である。しか
し、そもそもキリスト教には、弱者救済と
いう宗教的使命があり、その観点から見れ
ば、マレーシアのキリスト教宣教のターゲ
ットが、周縁者オラン・アスリに向けられ
ていることは理解できる。 

⑤ キリスト教改宗者のグループは、イスラー
ム改宗者と同様に、村のコミュニティの中
では独立した存在であり、彼らが執り行う
葬儀や結婚などの諸儀礼は、コミュニティ
の他の成員とは異なる場所や形式で実施
されるように村のコミュニティの中で取
り決められている。村の中核のコミュニテ
ィは、慣習であるアダット(adat)に従って
いるが、アダットの解釈の中にはイスラー
ムやキリスト教は存在しなかった。そこで、
そうした価値（宗教）をアダットの外部に
置くことによって、逆にアダットの価値を
維持しようとする村の中核的コミュニテ
ィの対応は、伝統と宗教の観点から見て極
めて興味深いものである。 

⑥ 調査村には、現地のキリスト教宣教師（華
人系）だけでなく、日本や韓国からも宣教
師が訪問している。このことを聞き取りに
よって知ることになったのは、2008 年の
現地調査においてであった。そのため、こ
の点について、追跡調査が必要であるが、
本研究が終了するため、現時点では難しい。
この情報は、調査村のキリスト教化が、グ
ローバルに展開されるキリスト教宣教の
動きと連動することを示しており、今後も
引き続き注視する必要性を感じている。 

 
 その他、キリスト教の「教会」が政府によ
り違法建築物として破壊されるなど、キリス
ト教に対する弾圧が存在していることや、キ
リスト教が先住民運動に少なからず影響を
与えていること（先住民運動のリーダーには
キリスト教徒が多い、集会での歌の多用な
ど）を現地調査の過程で把握することができ
た。このような実態は、村レベルでフィール
ドワークを実施するだけでは把握できない
が、インターネットなどによって、日本から
も容易に得ることができる情報である。マレ
ーシアにおけるキリスト教の動向について
は、様々な手段を駆使して引き続き注目して
いく必要がある。 
 以上、オラン・アスリのキリスト教化の実
態について現地調査で明らかになったこと
を報告してきた。本研究期間の後半には、マ
レーシアの政治状況が大きく変動し、オラ
ン・アスリをめぐる政治状況も流動的になっ
てきている。マレーシアにおけるキリスト教
やイスラームなどの宗教の動向については、

実態調査を含めて、新たな共同研究プロジェ
クトが必要となる。 
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